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(54)【発明の名称】 アクテイブマトリクス型液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  アクテイブマトリクス型液晶表示装置におい
て、ゲート配線の信号遅延により、ゲート配線の信号源
に近い部分と遠い部分で画素に印加される電圧が異なる
場合においても、フリッカーや焼き付きが現れないよう
にすること。
【解決手段】  TFTアレイ基板４の液晶層側表面には複
数のゲート配線１と複数のデータ配線２１乃至３０とが
マトリクス状に交差して形成され、ゲート配線１とデー
タ配線２１乃至３０とが形成する交差部の近傍に、ゲー
ト配線１に接続されたゲート電極とデータ配線２１乃至
３０に接続されたソース電極を有する薄膜トランジスタ
３と、薄膜トランジスタ３のドレイン電極に接続された
画素電極７とがそれぞれ形成されている。対向電極基板
６の液晶層側表面には、TFTアレイ基板４のゲート配線
１と直交する方向に分割された複数の対向電極１１乃至
１５が形成されており、対向電極１１乃至１５のそれぞ
れが画素電極７の少なくとも１列と対向配置されてい
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  対向配置された一対の基板の間に液晶層
が狭持された液晶表示装置であって、前記一方の基板の
液晶層側表面には複数のゲート配線と複数のデータ配線
とがマトリクス状に交差して形成され、前記ゲート配線
と前記データ配線とが形成する交差部の近傍に、前記ゲ
ート配線に接続されたゲート電極と前記データ配線に接
続されたソース電極を有する薄膜トランジスタと、該薄
膜トランジスタのドレイン電極に接続された画素電極と
がそれぞれ形成されており、前記他方の基板の液晶層側
表面には、前記一方の基板の前記ゲート配線と直交する
方向に分割された複数の対向電極が形成されており、該
対向電極のそれぞれが前記画素電極の少なくとも１列と
対向配置されていることを特徴とするアクテイブマトリ
クス型液晶表示装置。
【請求項２】  前記複数の対向電極が、互いに異なる電
圧を発生する電源にそれぞれ接続されていることを特徴
とする請求項１記載のアクテイブマトリクス型液晶表示
装置。
【請求項３】  前記複数の対向電極が、一つの電源に接
続された電圧調整部であって、複数の互いに異なる大き
さのを発生する前記電圧調整部の出力端子にそれぞれ接
続されていることを特徴とする請求項１記載のアクテイ
ブマトリクス型液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の所属する技術分野】本発明は、アクテイブマト
リクス型液晶表示装置に関わるのもである。より詳細に
は、液晶層を挟んで画素電極と対向する対向電極の構成
に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来の液晶表示装置は、図５に示す薄膜
トランジスタ及び画素電極等を有するＴＦＴアレイ基板
５４と、図６に示す画素電極と対向する対向電極を有す
る対向電極基板５６とが液晶層（図示を省略する）を挟
んで対向配置して構成されている。ＴＦＴアレイ基板５
４は、複数のゲート配線５１と、複数のデータ配線５２
と、ゲート配線５１とデータ配線５２の交差部近傍に形
成された複数の薄膜トランジスタ５３と、複数の薄膜ト
ランジスタ５３に各々接続された画素電極５７を有す
る。一方、ＴＦＴアレイ基板５４と対向する対向電極基
板５６には、全ての画素電極５７に対して共通な一つの
対向電極５５が設けられているだけである。
【０００３】ＴＦＴアレイ基板５４上に形成された画素
電極５７には、薄膜トランジスタ５３を介してデータ配
線５２からの信号電圧が供給され、対向電極基板５６に
形成された対向電極５５には、複数の接続端子５８を介
して一つの電源５９が接続されている。図５では、２つ
の接続端子５８を示したが、接続端子５８の数は少なく
とも１つあればよく、配置する位置も任意である。この
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ようにして液晶層（図示を省略する）は、画素電極５７
の電圧と共通電極５５の電圧との電圧差により駆動され
る。上述のような液晶表示装置において、駆動時にフリ
ッカーや焼き付きによる表示不良が現れないようにする
ため、対向電極５５に印加される電圧は、図７に示すよ
うに、液晶層に正極性と負極性のが対称に印加されるよ
うＶｏに選択されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】近年、このような液晶
表示装置において、表示の高精細化が急激に進み、それ
に伴ってゲート配線５１とデータ配線５２の交差部とゲ
ート配線５１に接続される薄膜トランジスタ５３の数が
急激に増大しつつある。ところで、ゲート配線５１は、
データ配線５２との交差部の容量及び交差部近くに接続
される薄膜トランジスタ５３のゲート電極部等に寄生容
量を各々形成している。従って、表示の高精細化が進む
と、ゲート配線５１におけるこれらの容量が増大するこ
とになり、ゲート配線５１の信号遅延が増大する。ゲー
ト配線５１に信号遅延が発生するとゲート電極の信号波
形がなまり、薄膜トランジスタ５３は、オフに切りかわ
るタイミングで、電荷のリークにさらされる。薄膜トラ
ンジスタ５３における電荷のリークは、ゲート配線５１
における信号遅延がゲート配線５１のゲート信号源から
遠い部分ほど大きくなるので、ゲート信号源から遠いも
のほど大きくなる。従って、薄膜トランジスタ５３にお
ける電荷のリークによる画素５７に印加される電圧の変
動量も、ゲート配線５１のゲート信号源から遠いものほ
ど大きくなる。図５のゲート配線５１において、ゲート
信号源から遠くなる部分に順番に符号５１ａ、５１ｂ、
５１ｃ、５１ｄ、５１ｅを付す。
【０００５】画素５７に印加される電圧の変動量がゲー
ト配線５１のゲート信号源からの距離に応じて異なる
と、液晶層に印加される電圧は、図８のＢ1～Ｂ５に示
すように、ゲート配線５１のゲート信号源から遠いもの
ほど（｜Ｂ１ａ｜－｜Ｂ１ｂ｜）乃至（｜Ｂ５ａ｜－｜
Ｂ５ｂ｜）が増大し、正極性と負極性の対称性が失われ
る。正極性と負極性の対称性が失われることにより、フ
リッカーや焼き付きによる表示不良が現れるといった問
題を生じていた。
【０００６】本発明は、ゲート配線における信号遅延に
より、ゲート配線の信号源に近い部分と遠い部分で画素
に印加される電圧が異なる場合においても、表示上フリ
ッカーや焼き付きが現れない、アクテイブマトリクス型
液晶表示装置を提供することを目的とするのである。
【０００７】
【発明を解決するための手段】前記目的を達成するため
に、本発明のアクテイブマトリクス型液晶表示装置は、
対向配置された一対の基板の間に液晶層が狭持された液
晶表示装置であって、前記一方の基板の液晶層側表面に
は複数のゲート配線と複数のデータ配線とがマトリクス
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状に交差して形成され、前記ゲート配線と前記データ配
線とが形成する交差部の近傍に、前記ゲート配線に接続
されたゲート電極を有する薄膜トランジスタと、該薄膜
トランジスタに接続された画素電極とがそれぞれ形成さ
れており、前記他方の基板の液晶層側表面には、前記一
方の基板の前記ゲート配線と直交する方向に分割された
複数の対向電極が形成されており、該対向電極のそれぞ
れが前記画素電極の少なくとも１列と対向配置されてい
ることを特徴とするものである。この構成により、複数
の対向電極にゲート配線の信号源からの距離に応じて異
なる電圧を印加することができようになり、ゲート配線
の信号源に近い部分と遠い部分で、画素電極に印加され
る電圧変動が異なる場合においても、表示上フリッカー
や焼き付きが現れないようにできる。
【０００８】複数の対向電極は、互いに異なる電圧を発
生する電源にそれぞれ接続されていることが、対向電極
に印加する電圧をおのおの独立して設定するうえで望ま
しい。
【０００９】複数の対向電極は、一つの電源に接続され
た電圧調整部であって、複数の互いに異なる大きさの電
圧を発生する電圧調整部の出力端子にそれぞれ接続され
ていることが、電源の数を削減する上で望ましい。
【００１０】
【発明の実施の形態】以下、本発明のアクテイブマトリ
クス型液晶表示装置の実施形態を図面参照にて説明す
る。図１及び図２は、本発明のアクテイブマトリクス型
液晶表示装置の第一の実施の形態の要部を示す展開図で
あり、図１及び図２において液晶表示装置は、複数のゲ
ート配線１、複数のデータ配線２１、２２、２３、２
４、２５、２６、２７、２８、２９、３０、ゲート配線
１とデータ配線２１乃至３０の交差部の近傍に形成され
た複数の薄膜トランジスタ３及び薄膜トランジスタ３に
各々接続された画素電極７を有するＴＦＴアレイ基板４
と、データ配線２１、２２、データ配線２３、２４、デ
ータ配線２５、２６、データ配線２７、２８、データ配
線２９、３０が形成する画素電極７の各列と対向する対
向電極１１、１２、１３、１４、１５を有する対向電極
基板６とを互いに対向させて液晶層（図示を省略する）
を狭持し構成されている。
【００１１】ＴＦＴアレイ基板４上に形成された画素電
極７の各々には薄膜トランジスタ３を介し対応するデー
タ配線２１乃至３０から信号電圧が供給される。対向電
極基板６に形成された複数の対向電極１１、１２、１
３、１４、１５には、接続端子１１ａ、１２ａ、１３
ａ、１４ａ、１５ａを介して電源１６、１７、１８、１
９、２０よりそれぞれに異なった電圧が供給される。
【００１２】対向電極１１、１２、１３、１４、１５に
印加されるこれら電圧は、図３に示すように、（｜Ａ１
ａ｜＝｜Ａ１ｂ｜）乃至（｜Ａ５ａ｜＝｜Ａ５ｂ｜）
と、液晶層に正極性と負極性の電圧が対称に印加される
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よう、Ｖ１、Ｖ２、Ｖ３、Ｖ４、Ｖ５が画素電極７の各
列に対して、ゲート配線１の信号源からの距離に応じて
選択されている。以上のような構成により、ゲート配線
１における信号遅延により、ゲート配線１の信号源に近
い部分と遠い部分で画素７に印加される電圧が異なる場
合においても、液晶層には正極性と負極性の電圧が対称
に印加される。従って、駆動時にフリッカーや焼き付き
による表示不良が現れることがなくなる。
【００１４】第一の実施形態において、図１及び図２に
示した対向電極１１、１２、１３、１４、１５は、５つ
に分割されているが、対向電極の分割数はこの数に限ら
れるものではない。分割の数は多ければ多いほど液晶層
に正極性と負極性の電圧を対称に印加することができ
る。なお、表示の高精細化がＳＶＧＡクラス以上になる
と、この効果が顕著となる。
【００１５】次に、本発明の液晶表示装置の第二実施の
形態を図４にて説明する。この実施の形態の液晶表示装
置の第一の実施形態と異なる点は、対向電極１１、１
２、１３、１４、１５のそれぞれに、一つの電源４９に
接続され、異なる電圧を発生する電圧降下部５０の出力
端子５０ａ、５０ｂ、５０ｃ、５０ｄ、５０ｅを介して
異なる大きさの電圧を印加するようにしたものである。
図４に示した第二の実施形態の液晶表示装置において、
第一の実施形態の液晶表示装置と同一の構成については
同一の符号を付し、その説明を省略する。図４に示した
液晶表示装置の対向電極基板６に形成された複数の対向
電極１１、１２、１３、１４、１５は、それぞれ接続端
子１１ａ、１２ａ、１３ａ、１４ａ、１５ａを介して電
圧降下部５０の出力端子５０ａ、５０ｂ、５０ｃ、５０
ｄ、５０ｅに電気的に接続されている。電圧降下部５０
は、一端が電源４９に接続されるとともに他端が接地接
続されており、両端間に抵抗器Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ
４、Ｒ５が直列接続された構成となっている。図４で
は、電圧降下部５０の他端は接地接続されいてるが、別
の電圧に接続されていてもよい。
【００１６】なお、電源４９より複数の対向電極１１、
１２、１３、１４、１５に供給される電圧は、電圧降下
部５０を介し異なる大きさに設定されている。図４に示
すように複数の抵抗器Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５で
異なる大きさの電圧降下を発生させる。そのときの抵抗
器Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５の抵抗値は、図３に示
すものと同様に、一つの電源４９により液晶層に正極性
と負極性の電圧が対称に印加されるよう、Ｖ１、Ｖ２、
Ｖ３、Ｖ４、Ｖ５と画素電極７の各列に対して、ゲート
配線１の信号源からの距離に応じて選択されている。以
上のような構成により、複数の対向電極１１、１２、１
３、１４、１５には、駆動時にフリッカーや焼き付きに
よる表示不良が現れないよう、所望の電圧が印加され、
液晶は、画素電極７の電圧と複数の対向電極１１、１
２、１３、１４、１５の電圧差で駆動される。
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【００１７】
【発明の効果】以上説明してきたように、本発明のアク
テイブマトリクス型液晶表示装置によれば、ゲート配線
における信号遅延により、表示部のゲート配線の信号源
に近い部分と遠い部分で画素電極に印加される電圧が異
なる場合においても、液晶層に正極性と負極性の電圧が
対称に印加されるよう、複数の対向電極におのおの異な
る電圧を印加することが可能になり、表示上フリッカー
や焼き付きが発生しないといった効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のアクテイブマトリクス型液晶表示装置
の第一の実施形態の要部展開図である。
【図２】図１に示したアクテイブマトリクス型液晶表示
装置の他の要部展開図である。
【図３】図１に示したアクテイブマトリクス型液晶表示
装置の動作を説明するための説明図である。
【図４】本発明のアクテイブマトリクス型液晶表示装置
の第二の実施の形態の要部展開図である。
【図５】従来の液晶表示装置を示す要部展開図である。
【図６】図５に示した液晶表示装置の他の要部展開図で
ある。 *
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*【図７】図５に示した液晶表示装置の動作を説明するた
めの説明図である。
【図８】図５に示した液晶表示装置の他の動作を説明す
るための説明図である。
【符号の説明】
１  ゲート配線
２１，２２，２３，２４，２５，２６，２７，２８，２
９，３０  テ゛ータ配線
３  薄膜トランジスタ
４  TFTアレイ基板
１１，１２，１３，１４，１５  対向電極
６  対向電極基板
７  画素電極
１１ａ，１２ａ，１３ａ，１４ａ，１５ａ  接続端子
１６，１７，１８，１９，２０，４９    電源
５０  電圧降下部
Ｒ１，Ｒ２，Ｒ３，Ｒ４，Ｒ５    抵抗器
５０ａ，５０ｂ，５０ｃ，５０ｄ，５０ｅ  出力端子
Ｖ１，Ｖ２，Ｖ３，Ｖ４，Ｖ５    対向電極電圧
Ａ１，Ａ２，Ａ３，Ａ４，Ａ５  液晶印加電圧
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